A Memorandum of the Great East Japan Earthquake : Kyoto ,Tokyo, Sendai, Minami-Soma, Higashi-Hiroshima by 羽田  貴史
私の東日本大震災日誌 : 京都市・東京都・仙台市
・南相馬市・東広島市


































































































































































































































































































































































































































ネットで調べ，24日にはシャワーに通い， 2 日に 1 度
はシャワーを浴びていた．私の車はプリウスで半分以
上燃料が残っていたものの，自転車で通っていたが，


















































































































































































































































































































































































































































































えば，金菱清編『 3・11慟哭の記録』（新曜社，2012年 2 月）
には，原発事故に関する19編の体験記録がある．福島原
発は，20年以上にわたって作業員の被曝や事故，情報の
隠ぺい・操作が繰り返されてきた．しかし莫大な補助金
によって問題にすることがタブーとされ，原発批判者は
地元でスポイルされてきた．こうした事実にも触れるこ
とはない．悲惨な体験記録ではあるが，これらは，先の
戦争で日本人を被害者としてのみ描く戦争体験記録と極
めて類似している．
　また，専門分野の発想からの復興プロジェクト研究は，
空襲後の焼け野原に乱立する商店のように見える．売り
出し商品は，それぞれの専門分野を活かした東北復興で
ある．これらの商品には，震災で顕在化した人間の問題，
復興を担う人間の問題が欠落している．少なくとも人材
育成を使命とする大学は，『東京電力福島原子力発電所に
おける事故調査・検証委員会中間報告書』が，「原子力の
災害対応に当たる関係機関や関係者，原子力発電所の管
理・運営に当たる人々の間で，全体像を俯瞰する視点が
希薄であったこと」（p. 504）を真摯に受け止めることが
必要である．
